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Lambers, P. H.: A redescription of the coelacanth Macrop-

oma willemoesii Yetter from the lithographic limestone of

Solnhofen (Upper Jurassic, Bavaria).

Kemp, A.: Triassic lungfish from Gondwana.

Schwarzhans, W.: Otolith from the Maastrichtian of Bavaria

and their evolutionary significance.

Nolf, D. & Stringer, G. L.: Cretaceous fish otoliths - a syn-

thesis of the North American record.

Chang, M.-M. and Jin, F.: Mesozoic fish fauna of China.

Beltan, L.: Overview of systematics, paleobiology, and

paleoecology of Triassic fishes of northwestern Madagas-

cat.

Rippel, O., Kindlimann, R. & Bucher, H.: A new fossil fish

fauna from the Middle Triassic (Anisian) of North-West-

ern Nevada.

Viohl, G.: The paleoenvironment of the Late Jurassic fishes

from the southern Franconian Alb (Bavaria, Germany).

Applegate, S. P.: An overview of the Cretaceous fishes of the

. quarries near Tepexi de Rodriguez, Puebla, M6xico.

Espinosa-Arrubarrena,L. & Applegate, S. P.: A paleoecolog-
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□ 魚類学一般

Collection Building in lchthyology and Herpetology。 一T
W Pictsch and W Do Anderson,Jr。 (cds。).1997.American

Socicty of lchthyologists and Herpetologists,Special Pub―

lication NuElber 3.Lawrence,Kansas.x+594 pp.ISBN O―

935868-91-7.USS50.00(送料 USS10。 00).ヨ ーロッパ ,

北米,ブラジル, 日本,オ ース トラリア,ニ ュージー

ラン ドの魚類・両性類・爬虫類の標本資料 (大半は

魚類),そ して著名な研究者についての豊富な情報が

含 まれた 37篇 の論文が収録 されている.標本収集 ,

管理の歴史,魚類学の発展史そしてそれに関わった研

究者の記録は圧巻である。Linnacus,Cuvict Valenci…

ennesか らJOrdanや Whitleyま で多数の研究者の知 られ

ざる側面 も明らかにされている.魚類分類学に関心の

ある人にとつて必携書.連絡先 :ASIH Buisiness O■
nce,Karcn Hickey9 Allcn Prcss,Inc.,810 East 10th Street,

Lawrence,Kansas 66044,USA;FAX+1-785-843-1274;

e-mail : khickey @allenpres s. com. (KM)

ical model of vertebrate bearing beds in the Tlaッ ta quar…

ries,near Tepexi de Rodrigucz,Puebla,M6xico.

Senn,Do G.:Environments and functional anatomy of certain

Mesozolc nshcs.

Birgin, T.: E)iversity in the feeding apparatus of pcrlcidid

ishes(Actinopterygii)frOm Middle Triassic of Montc San

Glorgio(SwitZerland)。

Tintori,A.:The neld excurtion in Northern ltaly.

以上のように,本書では世界各地から産出した中生代

魚類と近縁な現生の軟骨魚類と硬骨魚類について,分
類・系統から,骨格・鱗・歯・耳石などの形態と構造 ,
進化と古生態がとりあげられている.魚類の進化と系統 ,
生態を知る上で、きわめて重要な論文集といえよう.

なお,2回 目の中生代魚類シンポジウムは本年 7月 7

日～10日 まで,ベルリン近傍のブクノウで開催された.

(後藤仁敏 Masatoshi Goto:〒 230横浜市鶴見区鶴見

2-1-3 鶴見大学歯学部解剖学教室 )

scy9 Y Yabumoto and Ko Nakaya(eds.).1997.Tokai Uni‐

versity Press, Tokyo.446 pp.ISBN 4-486… 03111-3

C3045.1996年に開催されたメガマウス (最初の雌個

体)の シンポジウムの研究発表を中心とした論文集 .

収録された18論 文は形態,比較解剖,系統分類 ,

DNA,生理,寄生虫など多岐に渡る. (KM)

□魚類分類学・進化学

日本の海水魚.―岡村 収・尼岡邦夫 (編 ).1997.山
と渓谷社,東京.783 pp.ISBN 4… 635‐ 09027-2。 5400

円:「 日本の海水魚」と銘打つにふさわしく,非常に

多数の魚類の生態写真と標本写真を収録している。

タナベシャチブリ, ミズウオ,テ ンガイハタ, リボン

イワシなど生態写真を撮るのが非常に困難な種の水中

写真も含まれている.水中写真による種の同定は簡単
な仕事ではないが,53人の著者によってほとんどの種

が正確に同定されている.和名の新称を提唱した著者

が少数いるが,標本にもとづいていないので望ましい

ことではない.既存の科和名に対して新たな名称が提
唱されているが,根拠も示されておらず,混乱をもた

Biology of the Megamouth Shark. 
-K. 

Yano, J. F. Morns-

らすだけである. (KM)
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R6sltats des Campagnes MUSORSTOM,Volume 17。 一

Bo Sё ret(ed。
)。
1997.Muscum National d'Histoirc Na―

turellc,Paris.213 pp.ISSN 1243-4442。 ニューカレドニ

ア近海でフランスのORSTOMが実施 している深海調
査で採集 された魚類を扱った論文集。 Sёrctに よる調

査に関する概論に続 き,チ ゴダラ科 ,Euchchthyidac,
アシロロ,サギフエ科,ホ ウボウ科,ク ロタチカマス

科,カ レイロおよびフグロを扱った8論文が収録され

ている.

Basal Teleosts and Teleostean Phylogeny。  ――Gloria Aratia。

1997.Paleo lchthyologica, 7.Verlag E)ro Friedrich Pfeil,

Minchen。 164 pp.ISBN 0724‐ 6331。 化石魚類の尾鰭骨

格をはじめとした比較形態学の著作で知 られている著

者の最新作。真骨魚類の上位分類群の新たな提唱な

ど,重要な内容を含む論文 . (KM)

Molecular Systematics of Fishes. 
-T. 

D. Kocher and C. A.

魚類学雑誌
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第 9回 ヨーロッパ国際魚類学会に参加して

On the Ninth lnternational Congress of European

lchthyologists,Trieste,Italy9 August 24-30,1997

本年 8月 下旬の 1週間にわたって、イタリア北部の港

町 トリエステで開催された第9回 ヨーロッパ国際魚類学

会 (CE19)に 参加した.こ の国際会議は4年 に1回 , ヨー

ロッパの各国で開催されるスタイルをとっており,前回

(1993年 )のホスト国はスペインであったと聴いている.

今回の大会会長を勤めたのは,ナ ポリにあるMczzO_
cannone大学動物学部のRG.Bianco教授で, 日本魚類学

会の会員でもある.彼 に直接聴いたところでは,大会ヘ

の参加者は約 60ケ 国,350人 にのぼったと言う.彼が誇
らしげに語ったように,規模から見ると,盛会であった
と言えるだろう。日本からの参加者は,高木和徳,上野

輝弥,鈴木淳志,薮本美孝の各氏と私の5名 であり,い
ずれも日本魚類学会の会員の方々であった.

大会は,昨今の世界的な関心事である生物多様性の
問題を意識 した「魚類の多様性 (Fish Bbd市 erstty)」 をメ

インテーマとし,シ ンポジュウム形式で行われた.実際
にプレナリー講演や一般講演が始まったのは25日 から.

この後,28日 のエクスカーションをはさんで,29日 まで

Stepien(edS。
)。
1997.AcadeΠ lic Press,London,Tokyo.314

pp.ISBN O-12-417540-6。 魚類の分子系統学に関する

17章から構成されている.対象とする分類群は大小さ

まざまで条鰭類全体 (Lydeard and Roc,17章 )か らサ

ケ亜科 (PhillipS and Oakley,10章 )な どの種より上の

分類群を論 じた章やニジマスの地方個体群 (Nielsen et

al。 ,5章 )な ど種レベルの問題を扱った章もあり,魚
類を分子レベルから研究する会員や系統分類に興味の

(KM) ある会員にとっては必携の書 . (KM)

□ 魚類生態学

Fish Communities in Lake Tanganyika。 ――Ho Kawanabe,

M.Hori and M.Nagoshi(eds。
)。
一-1997.Kyoto Un市 ersity

Press,Kyoto.298 ppe 18年 に及ぶタンガニーカ湖の魚

類群集の研究を集大成 した出版物。14篇 の論文から

なり, タンガニーカ湖のシクリッドの生態,行動,種
間 0種内関係,系統関係などを扱っている. (KM)

の4日 間にわたって,以下の 10セ クションに分かれて発

表が続いた :1)PdeOntolog光 2)Ecologicd Genetics,3)

Cytogenetics,4)Adaptive Ecology9 5)Fish Communities and

Trophic lnterrelationships,6)Anatomy and Histology9 7)On…

togeny and Larvac,8)Ecotoxicology and Radiation9 9)Sys―

telrlatics and Blogeography, 』およてが10)COnservation and

Fisheryである.

発表演題リストを見ると,海水魚に関するものがきわ
めて少なく,8割以上が淡水魚を扱ったものであった.
淡水魚の種分化,生態,保護などに興味をもつ私には,
日頃なじなの薄いヨーロッパを中心とした各地方の淡水

魚に関する多様な生物属性を知る上では,少なからず有
意義であったと言える.しかし,全体的にはローカルな

話題が多く,ま た魚類の多様性問題に関して,なにが最
も重要な課題であるのか, どのような切口で問題解決に

アプローチすべきなのかといった,メ インテーマを掘 り

下げる講演や論議が乏しかったと,私 には感じられた.
一方,9)や 10)のセクションにおいて,開発の進んだ
ヨーロッパの国では, もともと豊富ではない淡水魚の多

くの種や個体群がさまざまなレベルで絶減の危機にある

ことをリアルに理解できた.現状を放置すれば,日 本で
も同様の現象が進むことは間違いないことから,こ の間

題への魚類研究者としての取 り組みの必要性を強く感じ

させられた.
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